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提出締切：   2026 年 9 月   3 日 ( 消印有効 )/ 一次審査結果発表：  9 月 25 日 / 最終発表・審査会 : 11 月   1 日

第 27 回九州産業⼤学建築設計競技 2026

「成長する家」
出題者・審査委員長

建築家　竹内　吉彦 氏
t デ  一級建築士事務所 主宰

後援：福岡市教育委員会、北九州市教育委員会
画 : 竹内 吉彦



■ ⽬的

■ 課題

■ 設計条件

成⻑する家

■ 提出物

課題

第27回 九州産業⼤学 建築設計競技 2026（⼩・中学⽣の部)

成⻑する家

■ 審査委員

■ ワークショップの開催について

■ 図⾯および提案書の返却等

■ 応募
＜小学生の部＞
・応募資格：福岡県内の小学校に在籍する児童（１～６年生）
＜中学生の部＞
・応募資格：福岡県内の中学校に在籍する生徒（１～３年生）
＜小・中学生共通＞
・応募は個人とし、グループの応募は不可とします。
・同一の応募者による複数の応募は不可とします。
・質疑応答は行いません。但し、実行委員会より、補足説明や追加情報などをホームページで発信する場合がありますので、
　ホームページの情報更新にご注意ください。         ホームページURL : http://www.kyusan-u.ac.jp/sekkei/
・提出期限：2026年9月3日（木）　提出は郵送のみとし、郵便局における当日消印有効です。
・提出先：〒813-8503 福岡県福岡市東区松香台２丁目３番１号  
　　　　　九州産業大学 建築都市工学部 建築学科 事務室内 (8号館7階)
　　　　　建築設計競技実行委員会　宛　　　e-mail：adc@ml.kyusan-u.ac.jp
　注）メールを受信できるように設定をお願いします。
 　　   提出物は折らずにA3封筒などを利用して定形外郵便で郵送ください。封筒の表に「折曲厳禁」と朱書きしてください。

建築設計競技の課題作品をつくるワークショップを行います。当日は本学の教員・学生が指導を行います。
日時：2026年8月  8日（土）13:00～16:00
場所：九州産業大学　建築都市工学部　建築設計製図室Ⅰ（８号館７階）
　　　福岡市東区松香台2丁目3番1号
定員：20名
事前申込制となっておりますので、7月25日（土）までにForms（QRコード）にて登録をお願いします。
Forms URL: https://forms.office.com/r/kSafAZSF2d?origin=lprLink
申込が定員を超えた場合は、抽選とさせて頂きます。
基本的な材料や道具（紙、ペン、紙粘土など）は準備しますが、参加者がこだわる材料や道具などがある場合はご持参くださ
い。なお、ワークショップに参加しなくても応募は可能です。

・審査委員長：建築家　竹内吉彦 氏
　　                       株式会社 tデ 一級建築士事務所 主宰
・審査員：九州産業大学建築都市工学部建築学科教員
　　　　　九州産業大学建築都市工学部建築学科同窓会

■ ⼀次審査結果発表と最終発表・審査会 等

・一次審査結果発表：2026年 9月25日(金）
・一次審査を通過し、最終発表・審査会に進む入選者の氏名・学校名をホームページに掲載します。入選者には別途、後日
    メールで連絡します。
・最終発表・審査会：2026年11月1日(日）

■ 講演会

今年度の出題者であり審査委員長の竹内吉彦 氏の講演会が下記の要領で開催されます。
可能な方は是非ご参加ください。
・日時：2026年6月27日（土）15:30～17:30
・場所：九州産業大学８号館３階　建築都市工学部プレゼンテーションルーム
　　　　福岡県福岡市東区松香台２丁目３番１号

応募作品の返却は行いませんので、必要に応じて複写等を行っておいてください。また、著作権は応募者に帰属しますが、応募
作品の利用に関する権利は、九州産業大学建築都市工学部建築学科に帰属するものとします。入選作品はホームページ等で公開
する予定です。

建築はみなさんを雨、風、地震などから守る役割を持っています。また、みなさんの家や学校などが素敵な建築になると毎日が
楽しくなり、それがたくさん増えるときれいな「まち」ができあがります。つまり建築は「強い」と「楽しい」を一緒に考える
ことかも知れません。この設計競技では、建築家として活躍している人に課題を出してもらって、みなさんと一緒に建築の面白
さを感じることを目的としています。

わたしたちの暮らしは、時間とともに少しずつ変わっていきます。家族のかたちや、一日の過ごし方、そして身のまわりの風景
も、気づかないうちに移ろっていきます。そうした変化に合わせて、わたしたちが住む家も成長していけないでしょうか。

「成長する家」とは、完成した瞬間にすべてが決まってしまう建築ではなく、暮らしの変化とともに育っていく家です。それは、
部屋を足したり形が変わったりする、目に見える変化かもしれません。あるいは、同じ場所でも使い方や感じ方が変わる、目に
見えない変化かもしれません。日々の生活を手がかりに考えてみてください。あなたの生活にとって、どんな「成長する家」が
あるとよいでしょう。時間とともに生き続ける、あなただけの「成長する家」を描いてください。

・提案する建築を絵や図などで自由に表現してください。模型を作った人は模型写真でも構いません。タブレットなどで書いた
　絵などを印刷しても構いません。作品にはタイトル（作品名・テーマなど）をつけて表のどこかに書いてください。
・A3 判（420mm×297mm）の用紙１枚（縦・横向き自由）に表現してください。紙質は自由としますが、用紙のサイズは厳守
　してください。規格外の提出物は審査対象外となります。パネル化は不可。
・Forms から応募者情報を送信後、その回答を印刷したものを提出図面と同梱してください。
     Forms URL: <https://forms.office.com/r/biRGkLAjcH?origin=lprLink＞

どこにあるか、どんな大きさか、などは自由に設定してください。

■ 賞

一次審査を通過した者を入選者とします。入選者には、11月1日(日)本学にて開催の最終発表・審査会で発表をして頂きます。
その発表を元に最終審査を行い、次の各賞の入賞者を決定します。入賞者には賞状および賞品を贈呈します。
賞品は図書カード等です。

参加賞：応募者で11月1日（日）に本学で開催される最終発表・審査会にお越しいただける方には当日開催されている学祭で使
　　　　えるチケットをお渡しします。

＜小学生の部＞
最優秀賞　：１点（賞品1万円）
優秀賞　　：２点（賞品5千円）
佳作　　　：数点程度（賞品3千円）
低学年・高学年は分けて賞の選出を行います。

＜中学生の部＞
最優秀賞　：１点（賞品3万円）
優秀賞　　：２点（賞品1万円）
佳作　　　：数点程度（賞品5千円）

設計競技 QR

応募 QR

ワークショップ 
申し込み QR
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